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　グローバル化した現代では、インターネットでのやり取りが増え、英語で書くことの
重要性が高まっています。アカデミックな場で、あるいはビジネスの場で将来必要とさ
れるのは、明確で、客観性、論理性を備えた英語の文章が書けることです。本書は、そ
の基礎固めをするための教材です。

◆ 本書は、英語のライティングで重要な、パラグラフやエッセイの論理展開の仕方を学
ぶことを目的としています。それぞれのトピックや論理展開に関連した文法・語彙・
言い回しも流れの中で触れるようにしました。話し言葉と書き言葉の違いについても
学生が意識できるよう、配慮しています。

◆ 説明はなるべく抑え、その代り各章に多様な Taskを用意しました。学生にとって身
近なトピックを集めており、楽しく作業を行うことにより発見的に内容を理解するこ
とができます。ペアやグループによる話し合いを通じて、問題解決をしながらお互い
に学ぶことができます。自分で納得しながら学んでいく態度、つまり自律性を養うこ
とができるのです。

◆ 書いていく段階で、考えが深まり、また前に戻って書き直しをする必要が出てきま
す。このやり方をプロセス・ライティングといいます。学生は自力で、またはペアで、
checklistを使いながら推敲することを学んでいきます。

◆ パラグラフやエッセイの論理構成を重視するのは、文化の違いによるものです。日本
語と英語は、言語的にも文化的にも距離があり、説得力の持たせ方にも違いがある場
合がありますので、本書では、学生がそれを意識できるよう工夫されています。

◆ ライティングに社会性を持たせました。アカデミックな場やビジネスの場でライティ
ングをする場合、そこには必ず事実を調べるという要素と、それを社会的に発表する
という要素が関わってきます。そのひな形を体験することにより、学生はライティン
グの意味に気付いていくことでしょう。

以上のような特徴を持つ本書は、グローバルな世界で学生に本当のコミュニケーション
力をつけさせたいと願っている先生方の大きな力になると考えます。



本書の構成と使い方

本書の全 15章は、それぞれの章が異なるトピックと、そのトピックに関連した論理展
開の方法を扱っています。例外は、第 4章（パラグラフの書き方）、第７章（プロセス・
ライティングとは）、第 12章（パラグラフからエッセイへ）の３章で、ここでは全体
を貫く英語ライティングの基本概念につき、まとめて説明を行っています。この 3章を
含めいずれの章も、学生が順を追って Taskを行うことにより、発見的にその重要性に
気付くような構成になっています。Task中心のため、各章のポイントは囲み記事とし
て簡潔に説明されていますので、授業のまとめとしてお使いいただけます。

各章内の構成は、どの章もほぼ同じで、Pre-writing, Integrated Tasks, Guided 
Writing, Extended Activities という 4つの段階からなっており、それぞれの中にい
くつかの Taskが含まれています。4つの段階を踏むことにより、統制の利いた状態で
の作文から、より自由度のある作文に移行できるため、学生にとって無理なく完成度の
高い作文に到達することができます。また、教師にとってもフィードバックのポイント
を絞ることができ、教えやすくなります。

　CDを使った聞き取り、学生同士の会話などにより、その章で扱う
内容や論理展開の方法に学生の注意をひきつけます。

　Pre-writingで気づいた論理展開方法の知識を使ってモデル文
の分析を行ったり、特にその論理展開に関連する文法事項や言い回しなどにつ
いて学びます。

　明確な状況設定のもと、指示に従って書きます。ある程度しっ
かりした構成のライティングを産出できるようになります。

　簡単なリサーチをし、その章で学んだ論理展開方法を使って
まとめます。各章のまとめとして、また、ライティングの意味を明確にするた
めにもリサーチを伴う発表の場を設けていただくのが理想ですが、授業時間数
やクラスの状況によっては宿題にしていただいたり、先生方のご裁量でご利用
いただけます。

本書をお使いになる上で便利な checklistや freewriting記録用グラフなどが巻末に用
意されていますので、ご活用ください。

最後に、私たちの執筆を様々な面で支えてくださった金星堂のみなさんに深く御礼申し
上げます。

著者一同　　　　
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